
Ⅰ 諫早湾と周辺地域の特性（諫早湾干拓事業以前）

諫早湾の特性と干拓

諫早湾

干拓の歴史

有明海は干満差が大きく、潮汐
や流入する河川の影響によって
干潟が形成されます。

その干潟において、古くは推古
朝（西暦６００年頃）の頃から、
新田開発や治水のための干拓が
繰り返し行われてきました。

有明海西部に位置する諫早湾で
も潮流によって潟土が運ばれて
干潟が発達し、諫早湾の周辺に
はその干潟を干拓した水田地帯
が広がっています。

干拓地の特性と洪水被害
干拓地は干潮時に海面から
現れる海底を干し上げた、
満潮時の海面よりも低い土
地であるため、潮位が高い
ときは土地の排水が自然に
流れていきません。

豪雨や台風の時に海の潮位
や川の水位が高くなると、
土地が湛水し、しばしば農
業や生活に被害を及ぼして
いました。

諫早湾干拓事業（昭和61年度～平成19年度）前の諫早湾
海岸の前面に干潟が発達している（昭和61年撮影）。

湛水した諫早平野(平成2年7月)

出典：国土地理院WebSite（https://www.gsi.go.jp/top.html）地理院地図に加筆

本 明 川

着色部は大潮の
ときの満潮面よ
りより低い土地
で干拓によって
造成されたとさ
れる土地

台風襲来後の諫早平野(干拓地)(昭和61年台風13号)

諫早湾干拓事業と干拓農地の概要

https://www.gsi.go.jp/top.html


Ⅱ  諫 早 湾 干 拓 事 業 の 防 災 効 果

国営諫早湾干拓事業 （昭和61年度～平成19年度）

洪水に弱い農業地域におい
て諫早湾干拓事業は、生産
性の高い優良農地の造成と、
高潮と洪水に対する背後地
（旧干拓地）の防災機能の
強化を目的として、昭和61
年度に着工し、平成19年度
に完成しました。

潮受堤防は高潮と土地の排
水に対する潮汐の影響を遮
り、干拓によって古くから
拓かれてきた土地の排水を
改善しています。

台風の高潮・波浪

潮受堤防・調整池の防災機能模式図

潮受堤防で締め切られた調整池は、干潮時に潮受堤防の排水門から排水をし
ながら水位を平均海水面よりも低く保つよう管理されています。調整池の水
位が低く保たれることで、背後地の排水が自然に流れるようになっています。

従前の排水樋門の維持管理

背後地（旧干拓地）は諫早湾干拓事業が行な
われる前の旧海岸に排水樋門があり、以前は
干潟の発達によって排水樋門の前にガタ土が
堆積し、排水機能を維持するためにミオ筋を
浚渫することが必要でした.。

諫早湾干拓事業後は従前のように排水樋門の
前にガタ土が堆積することはなく、維持管理
の負担が軽減されました。

台風時の潮受堤防

（平成16年撮影）

写真上：排水門前に堆積したガタ土

写真下：人力によるミオ筋の浚渫（昭和50年代頃）



Ⅲ   諫 早 湾 干 拓 農 地 の 農 業

諫早湾干拓農地では、
カルシウム、マグネシ
ウム、カリウムなどの
ミネラル分を多く含む
肥沃な干拓土壌を活か
して、環境保全型農業
の取組みを推進してい
ます。

環境保全型農業とは、農業の持つ物質循環機能を生かし、生産
性との調和などに留意しつつ、化学肥料、化学農薬の使用等に
よる環境負荷の軽減に配慮した持続的な農業のことです。

具体的には、堆肥や緑肥を利用した土づくりや環境にやさしい
技術を用いた病害虫・雑草の管理によって、化学肥料と化学農
薬の使用量を減らした農業生産方式のことを指します。

気候変動や社会情勢の変化に対応し、環境と調和のとれた持続
可能な食料システムの確立を図るための重要な取組みの一つと
なっています。

諫早湾干拓農地の全ての農業者は「みどりの食料システム法」
に基づく認定を受けて、環境保全型農業に取組んでいます。

諫早湾干拓農地では
青果用の野菜のほか、
大規模経営の特性を
活かして、法人経営
体を中心に加工業務
用野菜も多く生産さ
れています。

広大な農地に、大規模に
集約されたビニルハウス
団地があり、ミニトマト、
花き等の施設園芸が大規
模に営まれています。

盛んな営農によって干拓
農地では多くの雇用も創
出されています。

諫早湾干拓農地で生産される農作物

レタス

タマネギ

キャベツブロッコリー

中央干拓地

小江干拓地キク

ミニトマト

環境保全型農業の取組み



Ⅳ   諫早湾干拓地周辺の紹介

雲仙多良シーライン
白木峰高原

中央干拓地展望デッキから干陸地を望む

前面堤防から干拓地を望む

発行元：長崎県農林部諫早湾干拓課
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